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２
月
８
日
、
日
本
共
産
党
の
小
池
晃

書
記
局
長
、
辰
巳
孝
太
郎
参
院
議
員
ら

が
来
県
し
、
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら

丸
６
年
を
迎
え
る
被
災
地
の
復
興
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
調
査
。
日
本
共
産

党
県
議
団
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 
県
庁
で
は
、
達
増
拓
也
知
事
ら
と
懇

談
。
達
増
知
事
は
、
国
が
復
興
事
業
の

一
部
負
担
を
自
治
体
に
押
し
付
け
よ
う

と
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
「
地
方
自

治
体
に
と
っ
て
は
逆
さ
に
振
っ
て
も
出

て
こ
な
い
額
だ
」
と
強
調
。
小
池
書
記

局
長
は
、「
国
の
予
算
の
規
模
か
ら
す
れ

ば
少
し
の
や
り
く
り
で
地
元
負
担
を
ゼ

ロ
に
で
き
る
」
と
述
べ
、
政
府
の
姿
勢

を
た
だ
し
て
い
く
と
表
明
し
ま
し
た
。

県
か
ら
は
、
▽
復
興
交
付
金
な
ど
の
財

政
措
置
▽
全
国
の
自
治
体
に
よ
る
人
材

の 

 
 

  

確
保
▽
産
業
再
生
の
た
め
の
補
助
金
創

設
―
な
ど
の
要
望
を
受
け
ま
し
た
。 

陸
前
高
田
市
役
所
で
は
、
戸
羽
太
市

長
ら
と
懇
談
し
ま
し
た
。
戸
羽
市
長
は
、

国
に
震
災
の
教
訓
を
生
か
す
姿
勢
が
な 

こ
れ
は
国
の
制
度
に
よ
る
矛
盾
だ
」「
医

療
費
・
介
護
利
用
料
等
の
免
除
継
続
は

あ
り
が
た
い
が
１
年
ご
と
に
決
ま
る
の

で
長
期
展
望
が
ほ
し
い
」
な
ど
切
実
な

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

小
池
書
記
局
長
は
、「
被
災
地
の
実
態 

に
合
わ
せ
た
制
度
に
な
っ
て
い
な
い
。

市
と
も
一
緒
に
な
っ
て
国
に
制
度
改
善

を
求
め
て
い
こ
う
」
と
強
調
。
野
党
４

党
が
共
同
で
住
宅
再
建
へ
の
支
援
金
を

５
百
万
円
に
引
き
上
げ
る
法
案
を
提
出

し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

産
党
県
議
団
（
斉
藤
信
、
高
田
一
郎
、

千
田
美
津
子
）
が
力
を
合
わ
せ
て
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。 

 

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
お
気
軽
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

備
に
95
億
円
、
持
ち
家
再
建
に
百
万

円
を
補
助
す
る
被
災
者
住
宅
再
建
支

援
事
業
に
13
億
円
、
グ
ル
ー
プ
補
助

金
に
86
億
円
余
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。 

 

分
娩
取
扱
診
療
所
の
整
備
に
要
す

る
経
費
を
補
助
す
る
産
科
診
療
所
開

設
等
支
援
事
業
費
が
新
規
に
３
千
万

円
余
、
在
宅
の
超
重
症
児
（
者
）
等
の

短
期
入
所
受
入
体
制
支
援
事
業
費
と

し
て
新
規
に
８
百
万
円
が
示
さ
れ
ま

し
た
。 

 

昨
年
８
月
の
台
風
10
号
豪
雨
災
害

対
策
で
は
、
洪
水
の
防
止
・
軽
減
を
図

る
河
川
改
修
事
業
費
に
66
億
円
余
、

被
災
市
町
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
が

行
う
相
談
対
応
・
経
営
指
導
に
２
千
万

円
の
補
助
な
ど
、
１
７
４
億
円
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。 

 

「
県
民
の
声
で
県
政
を
動
か
す
」
を

信
条
に
、
県
政
最
大
の
課
題
で
あ
る
東

日
本
大
震
災
津
波
復
興
の
前
進
、
県
民

要
求
実
現
の
た
め
に
、
３
人
の
日
本
共 

 

 

２
０
１
７
年
度
岩
手
県
予
算
案
が

２
月
９
日
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
総
額
で

９
７
９
７
億
円
、
う
ち
震
災
対
応
分
は

３
０
４
３
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

被
災
者
の
医
療
費
・
介
護
利
用
料
等

の
免
除
措
置
に
約
５
億
円
、
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
対
策
に
４
億
７
千
万
円
、
被
災
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
に
新
規
に

２
千
万
円
余
、
県
立
高
田
病
院
の
再
建

整
備
に
40
億
円
、
災
害
公
営
住
宅
整

備 

い
と
指
摘
。「
求
め
て
い

る
の
は
被
災
者
に
寄
り

添
う
ス
タ
ン
ス
だ
」
と

訴
え
、
市
役
所
再
建
に

支
援
が
必
要
と
語
り
ま

し
た
。 

被
災
者
の
皆
さ
ん
と

の
懇
談
で
は
、「
仮
設
住

宅
か
ら
災
害
公
営
住
宅

に
移
っ
た
が
夫
婦
２
人

の
年
金
生
活
で
先
が
不

安
」「
売
り
地
は
坪
２
万

２
千
円
で
購
入
す
る
土

地
は
坪
５
万
８
千
円
と

い
う
人
も
い
る
。
差
額

の
大
半
は
自
己
負
担
。

こ
れ
は
国
の
制
度
に
よ

る
矛
盾
だ
」「
医
療
費
・

介
護
利
用
料
等
の
免
除

措
置
継
続
は
あ
り
が
た

い
が
、
１
年
ご
と
に
決

ま
る
の
で
不
安
。
長
期

展
望
が
ほ
し
い
」
な
ど

切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

達増知事（左）と復興課題について懇談する（右から）辰巳参議院議
員、小池書記局長ら（２月８日・県庁） 
 

２８日(火)に高田一郎県議が一般質問 

(２人目の登壇、午後２時半ごろ） 

●２月１６日／県議会開会 
●２月２３日～３月１日／代表質問・一般質問 
●３月 ２日／各常任委員会 
●３月 ３日／本会議 
●３月６～１６日／予算特別委員会 
●３月１７日／各常任委員会 
●３月２２日／最終本会議 

陸前高田市で被災者の皆さんから切実な声を聞く 
 

・●日 時：３月２５日（土）午後１時～ 

・●会 場：陸前高田コミュニティホール 
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【
1
月
】 

1
日 

元
旦
新
春
宣
伝 

3
日 

「ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」宣
伝
・署
名

活
動 

4
日 

新
春
街
頭
宣
伝
、
日
本
共
産
党
新
春

の
つ
ど
い 

5
日 

盛
岡
商
工
会
議
所
新
年
交
賀
会 

7
日 

城
南
地
区
３
世
代
交
流
餅
つ
き
、
い
わ

て
労
連
・春
闘
共
闘
旗
開
き 

8
日 

八
日
町
餅
つ
き
・新
年
会
、
消
防
14

分
団
、
６
分
団
、
３
分
団
新
年
会 

11
日 

商
工
文
教
委
員
会
、
東
日
本
大
震
災

津
波
月
命
日
宣
伝 

12
日 

ふ
る
さ
と
創
生
・人
口
減
少
特
別
委

員
会
、
県
政
調
査
会 

13
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
議
会
改
革
検
討

委
員
会
、
第
５
回
野
党
共
闘
調
整
会

議
、
社
民
党
吉
田
党
首
が
県
委
員
会

訪
問 

15
～
18
日 

日
本
共
産
党
第
27
回
党
大
会 

20
日 

県
医
労
旗
開
き 

21
日 

い
わ
て
三
陸
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム 

22
日 

農
民
運
動
岩
手
県
連
合
会
定
期
大
会
、

民
青
同
盟
県
代
表
者
会
議
、
１
・
22

平
和
の
つ
ど
い 

23
日 

盛
岡
広
域
の
認
定
農
業
者
と
県
議
と

の
意
見
交
換
会 

24
～
26
日 

ふ
る
さ
と
創
生
・人
口
減
少
特

別
委
員
会
県
外
調
査
（福
井
県
、
石
川

県
） 

28
日 

い
じ
め
対
策
条
例
の
学
習
会
（矢
巾
町

委
員
会
）、
医
労
連
中
央
委
員
会
、
城

東
地
区
９
条
の
会 

29
日 

い
わ
て
労
連
評
議
員
会
、
都
南
新
春
の

つ
ど
い
、
紫
波
新
春
の
つ
ど
い 

31
日 

連
合
岩
手
斉
藤
会
長
を
訪
問 

【
2
月
】 

1
日 

エ
フ
エ
ム
岩
手
村
田
社
長
と
懇
談 

3
日 

台
風
10
号
災
害
対
策
県
要
請
、
全
県

地
方
議
員
研
修
会 

4
日 

新
潟
自
治
研
「新
潟
県
知
事
選
の
勝

利
を
検
証
す
る
講
演
会
」 

6
日 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
拡
充
を

求
め
る
岩
手
の
会
県
要
請
、
盛
岡
市

国
体
実
行
委
員
会
総
会
・感
謝
の
つ

ど
い 

7
日 

商
工
文
教
委
員
会
県
内
調
査
（大
槌

学
園
、
津
田
商
店
） 

8
日 

小
池
書
記
局
長
復
興
状
況
調
査
（達

増
知
事
、
戸
羽
陸
前
高
田
市
長
、
被

災
者
と
懇
談
） 

9
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
県
立
大
学
前
学

長
中
村
慶
久
氏
の
叙
勲
祝
賀
会 

10
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

11
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
月
命
日
宣
伝 

12
日 

第
27
回
党
大
会
・第
１
回
岩
手
県
党

会
議 

13
日 

一
関
市
の
介
護
施
設
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
、

県
立
千
厩
病
院
調
査 

15
日 

議
運
、
第
６
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

16
日 

議
運
、
２
月
定
例
県
議
会
開
会 

佐々木保健福祉部長（右）に要請する会の皆さんと同席
する県議団（２月６日） 

 

２
月
６
日
、
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
制

度
拡
充
を
求
め
る
岩

手
の
会
は
、
達
増
拓

也
知
事
に
た
い
し
、

２
３
１
４
通
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
医
療

費 

拡
充
を
②
中
学

生
ま
で
の
医
療

費
助
成
制
度
を

現
物
給
付
方
式

と
し
、
一
部
自

己
負
担
の
廃
止

を
―
と
要
望
し

ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
母

親
か
ら
は
、
２

歳
と
５
歳
の
娘

を
小
児
科
に
連

れ
て
行
っ
た
が

と
て
も
助
か
っ

て
い
る 

 

費
助
成
制
度
の
い
っ
そ
う
の
拡
充
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
県

議
団
が
同
席
し
、
佐
々
木
信
保
健
福
祉

部
長
ら
が
応
対
し
ま
し
た
。 

 

小
野
寺
け
い
子
、
藤
澤
昇
の
両
共
同

代
表
は
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
と
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
、
①
早

急
に
小
学
生
ま
で
の
通
院
を
含
め
た

拡
充
を
②
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
助

成
制
度
を
現
物
給
付
方
式
と
し
、
一
部

自
己
負
担
の
廃
止
を
―
と
要
求
し
ま

し
た
。 

答
だ
っ
た
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

佐
々
木
部
長
は
「
国
に
よ
る
医
療

費
助
成
の
現
物
給
付
に
関
す
る
補

助
金
減
額
措
置
の
一
部
廃
止
は
、
一

歩
前
進
だ
。
県
が
中
学
生
ま
で
助
成

を
拡
充
す
る
と
多
額
の
県
費
負
担

を
要
す
る
。
県
と
し
て
は
国
に
全
国

一
律
の
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設

を
求
め
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

て
い
る
」
と
の
声
が
出
さ
れ
、
伊
藤

勝
太
事
務
局
長
は
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
拡
充
を
歓
迎
す
る
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
る
一
方
で
、
４
割
の
方
が
『
さ

ら
に
拡
充
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
回 

査
を
行
い
ま
し
た
。 

社
会
福
祉
法
人
白
寿
会
・
特
養
ホ

ー
ム
福
光
園
で
、
二
階
堂
剛
常
務
理

事
ら
と
懇
談
。
介
護
報
酬
の
引
き
下

げ
で
厳
し
い
経
営
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
求
人
を
出

し
て
も
介
護
職
員
や
看
護
師
を
確

保
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
な

ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
一
関
で
は
、
金
野

薫
セ
ン
タ
ー
長
と
懇
談
。
金
野
セ
ン

タ
ー 

一関市の特養ホームで現状と課題について聞

く県議団と一関市議団（２月１３日） 

２月１２日に開かれた、日本共産党第２７回
大会・第１回県党会議に、来賓として初めて、
達増拓也知事、民進党県連の畑浩治参与・第２
区総支部長、自由党県連幹事長の佐々木順一県
議、社民党県連合代表の小西和子県議が出席し、
連帯のあいさつ。大きな拍手が起き、会場は熱
気に包まれました。 

２
月
４
日
、
新
潟
市
で
、
に
い
が
た

自
治
体
研
究
所
主
催
の「
市
民
が
作
り

出
し
た
知
事
選
の
勝
利
」講
演
会
が
開

か
れ
斉
藤
県
議
が
参
加
し
ま
し
た
。 

あいさつする米山新潟県知事(２月４日) 

米
山
隆
一
新
潟
県
知
事
は
「
参
院

選
挙
で
の
野
党
共
闘
が
野
党
と
市

民
の
信
頼
感
を
深
め
知
事
選
挙
勝

利
の
大
き
な
力
に
な
っ
た
」
「
市
民

の
力
が
生
き
る
時
代
に
な
っ
た
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
市
民
連
合
＠

新
潟
共
同
代
表
の
佐
々
木
寛
新
潟

国
際
情
報
大
学
教
授
、
岡
田
知
弘
自

治
体
問
題
研
究
所
理
事
長
・
京
都
大

学
教
授
が
講
演
。
斉
藤
県
議
も
、
大

震
災
津
波
復
興
の
課
題
、
達
増
県
政

の
成
果
と
役
割
、
岩
手
に
お
け
る
野

党
共
闘
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。 

２
月
13
日
、
県
議
団
と
し
て
一

関
市
の
介
護
施
設
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

一
関
、
県
立
千
厩
病
院
を
訪
問
・
調

査
し
ま
し
た
。 

・３月 ８日（水）午後６時～ 

・４月１２日（水）午後６時～ 

予約電話番号:６５１－５８８１ 

タ
ー
長
は
「
製
造
業
の
就
業
者
が
減

少
す
る
な
ど
産
業
構
造
の
変
化
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
県
内
企
業
で

の
人
材
確
保
で
は
、
長
時
間
労
働
の

改
善
な
ど
働
き
や
す
い
職
場
に
す
る

こ
と
が
必
要
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

県
立
千
厩
病
院
で
は
下
沖
収
院
長

と
懇
談
。
医
師
不
足
の
打
開
に
つ
い

て
、
極
端
な
医
師
の
偏
在
化
の
是
正

を
指
摘
。
県
立
病
院
と
し
て
も
基
幹

病
院
の
医
師
が
地
域
病
院
で
１
年
間

は
勤
務
し
て
科
長
、
副
院
長
・
院
長

と
な
る
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
提
言
さ
れ
ま
し
た
。 

２
月
３
日
、
台
風
10
号
災
害

で
流
失
し
仮
復
旧
し
た
生
活
橋

の
整
備
と
自
家
水
道
へ
の
県
の

支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。 

県に要請する（左から）斉藤県議、林崎
岩泉町議、落合宮古市議（２月３日） 

「団結がんばろう」を唱和する（左から）小西、畑、
菅原、達増、佐々木、ふなやまの各氏（２月１２日） 


